
図表42 後発医薬品への変更調剤について情報提供不要の取り決めを  

行っている医療機関数（『944）  

（参医療機関との連携  

図表40 後発医薬品への変更調剤に係る医療機関（医師）への情報提供の頻度  

0％ 10％ 20％  30％ 40％  50，i 60†i 70，i 80％ 90％ 100％  
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噌変更調剤を実施した都度  8新規の変更調剤を実施したときのみ  

色情報提供していない  白その他  

口無回答  

43，i  47弘   

■■E l  
1  2  3～  無回答  

図表43 後発医薬品のリストの近隣医療機関（医師）への提供状況  

0％ 10％  20％  30％ 40％  50％  60‰  70％  80％  90％ 100％  

図表41後発医薬品への変更調剤に係る医療機関（医師）への情報提供のタイミング  

0％ 10％ 20％ 30％ 40，ら 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％   
全体  
（∩＝944）  

全体  
（n＝944）   

二二竺リ1虻【三！ニニニ＝  

ビ提供していない  日蓮供している  ロ無回答  

図表44 後発医薬品のリストの近隣医療機関（医師）への提供方法  

0％ 1仇 20，i 30％ 40％  50，i 60％  70％  80％  9肌 100％  

E変更調剤をした都度すぐに  ロー定期間の変更調剤をまとめて   

口患者経由で次の診療日に  ヨ特段何も対応していない   

臼その他  口無個答  

全体  
（n＝232）  

E薬局単独で操供している  Ⅲ複数の薬局で共同して提供している  

巳地域の轟剤師会として提供している 包その他  

口無回答  

l  

」＿＿－  
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⑦後発医薬品調剤に関する考え方  

図表45 後発医薬品調剤に関する考え方  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

図表47 後発医薬品の品質保証の方法についての理解状況   

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全怯  
（∩＝944）  田十分に理解している  ロある葦呈度理解している 口あまり理解していない  

田全く理解していない  ロ無回答  

』特にこだわりはない  ロ積極的に調剤するようにしている  

凸薬効により調剤するようにしている  田あまり積極的には取り組んでいない  

ロ無回答  ⑧後発医薬品に変更して調剤した処方せんに係る薬剤料の状況（様式2の分析）  

図表4812／B～14に後発医薬品に変更して調剤された処方せん（7．076枚）の状況  

図表46 後発医薬品の説明・調剤にあまり積極的に取り組まない理由  

（複数回答、∩＝316）  

肌  20，i  40，i  6仇  8仇  100†i  

平均値  標準偏差  中辛値   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A）（点）   754．5  1071．9   39ユ．0   

実際に調剤した場合の薬剤料（B）（点）   582．2   878．3   280，0   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、  77．2  81．9  71，ヰ  

品質に警警がある    「   40・2％                  】      l  

∴3巨％  
■■2…  

∴402％  

効果に疑問がある  
ため  

副作用に不安がある  
ため   

安定供給体制が不備で  
あるため   

情報提供が不備である  
ため  

患者への普及啓発が  
不足なため   

薬局に経済的な便益が  
ないため   

近隣医療機関が使用に  
消極的なため  

図表49 患者一部負担金割合別にみた、12／8～14に後発医薬品に変更して  

調剤された処方せん（7，076枚）の状況  ■■2…  

■－、  患者．    ム 【コ  

全体′  ：0由享  チ十和   ■2・凱  3割  10割   

処方せん枚数（枚）   7，076  404  1，944   206  4，506  10   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料（A）（点）  754．5  740．0  941．7   241．1  7UO．0  1761   

実際に調剤した場合の薬剤料（B）（点）   582．2  637．6  752．4   191．2  522．8  119．8   

記載銘柄により調剤した場合の薬剤料に占め  
77．2  S6．2  79．9   79．3  74・7    680   

る、実際に調剤した薬剤料の割合（B／A）（％）  

■■ 
25肌  

≠■I40ヱ％  
その他■■1「7朋  

（注）患者一部負担金割合の「全体」には、患者一部負担金割合が不明だった処方せん6枚が含  

まれる。  
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②病院の施設属性  

1）病院の開設者  

図表52 病院の開設者  

0％ 10弘  20％  30％  40，i 50％  60†i 70％  80％  90％ 100％   

（3）診療所・病院・医師調査の結果概要   

【調査対象等】  
‾‾‾‾‾‾‾‾‾   「   

ぎ○診療所調査  

調査対象：全国の一般診療所の中から無作為に抽出した一般診療所   

回答数：733施設   

回答者：開設者・管理者  

○病院調査   

調査対象：全国の病院の中から無作為に抽出した病院   

回答数：326施設   

回答者：開設者・管理者  

○医師調査   

調査対象：上記、「病院調査」の対象施設で外来診療を担当する医師  

1施設につき、診療科の異なる医師2名  

町国立   
口社会保険関係団体   
口学校法人  

臼公的   
臼個人   
□無回答  

ロ公立  
日医療法人  
口その他の法人  

回答数：431人  

l  L＿＿＿   ーrれ1  

①診療所の施設属性  

1）診療所の開設者  

図表50 診療所の開設者  

0％ 10％  20％  30％  40，ら  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

2）病院の病床規模  

図表53 病床規模  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  †00ヽ  

診療所  
（n＝733）  

旺～49床  巳50～99床   巳100－199床  

⊆300－399床  ロ400～499床  ロ500床以上  

随200～29峠i   

払侶人  口法人  辺その他  口無回苓  

2）診療所の種別  

図表51診療所の種別  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100，i  

由無床診療所  口有床診療所  □無眉答  
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5）特定入院料の状況  

図表56 特定人院料の状況（複数回答、n＝326）  

0，；  20，i  40，i  60％  

3）病院の種別  

図表54 病院の種別（複数回答、n＝326）  

0％  20％  40％  60％  鍋
 
 

〇
 
一
1
L
】
 
 

「      ‾  回復期リハビリテーション  
病棟入院料  

亜急性期入院医療管理料  

救命救急入院料  

特定集中治療室管理料  

小児入院医療管理料  

15．0％  

特定機能病院  

地域医療支援病院  

がん診療連携拠点病院  

臨床研修指定病院  

0．9％  

74％  

2・5％  
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、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
％
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1
用
」
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耳
頼
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醜
酢
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4）D PCの対応状況  

図表55 DPC対応状況  

0％ 10％  20％  30％  48％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

EuDPC対象病院  E］DPC準備病院  巴対応していない  □無個答  
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③医師の属性  

1）医師の性別  

図表57 医師の性別  

0％ 10％  20％  30％ 40％  50％  60，i 70％  80％  90％ 100％  

3）医師の主たる担当診療科  

図表59 医師の主たる担当診療科  

1乙5  

肌
 
 
肪
 
 
肌
 
 
仇
 
 

3
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 

無
回
答
 
 

そ
の
他
 
 

放
射
線
科
 
 

皮
膚
科
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器
粗
 
 
 

耳
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咽
喉
科
 
 

眼
科
 
 

精
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器
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消
化
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称
 
 
 

呼
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豊
科
 
 
 

産
婦
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科
 
 
 

小
児
科
 
 

形
成
外
科
 
 

整
形
外
科
 
 

外
科
 
 

内
科
 
 

■男性  口女性  口無回答  

2）医師の年齢  

図表58 医師の年齢   

0％ 10，i 20％  30％  40％  50％  60，i 70％  80％  90％ 100％  

血39歳以下 田昭－49歳 田50～59歳 申60－89歳 臼70歳以上 □無回答  

r  

35  36   



④診療所・病院の診療体制  ⑥病院で使用している後発医薬品リストの提供状況  

図表63 病院で使用している後発医薬品リストの提供  

0％  10，も  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

図表60 常勤の医師数・薬剤師数  

（単位：人）  

血近隣薬局や地域の薬剤師会に提供 田地域の薬剤師会に提供している  
巳近隣の薬局に提供している  日程供していない  
口その他  □無回答  ⑤診療所・病院における医薬品の備蓄状況  

図表61医薬品の備蓄状況  

診療所（n＝733）  病院（n＝328）  

平均値  標準偏差  中央値  平均値  標準偏差  中央値   

（D医薬品備蓄品目数  123．4  13（；．5   74，5  711．9  384．3  618＿0   
（品目）  

②うち、後発医薬品の  25．3   52．5   7．0   86．0   73．2   70．0   
備蓄品目数（品目）  

③②／（D   20．5％  9．4％  12．1％  11．3％  

図表62 後発医薬品の備蓄状況   

0％  10％  20％  30，i 40％  50％  60％  70†i 80％  90％ 100％  

臼0品目  □1～50品目未満    田50～100品目未満  
日100～200品目未満  凪200～300品目未満  8300品目以上  
□無届答  
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図表66 病院における入院患者に対する後発医薬品の使用状況（DPC対応状況別）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

⑦入院患者に対する後発医薬品の使用状況等  

1）1か月間の平均在院患者数  

図表64 平均在院患者数（平成20年12月1か月間）  病院全体  
（∩＝326）  

DPC対象病院   
（∩＝17）  

DPC準備病院   
（n＝34）  

DPC対応を  
していない病院   

（∩＝256）   

診療所（n〒由  病院（h＝296）  

年均値・  ＝標準偏差  中央値  平均値．fさ  鴻樺偏旨  ∴中央値 

1か月間の平均在院患  
5．0   6．1   1．5  137．5  122．1  109．8   

音数（人）  

2）入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

図表65 入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

0％ 10，i 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90†ilOO，i  

■■操発瞳薬品があるものは  
積極的に使用  
B後発医薬品をほとんど  
使用していない  
□無個答  

□捜義臣薬品のあるものの   
一部を使用  
日その他  有床診療所  

（∩＝59）  

（注）「病院全体」には、「DPC対応状況」について無回答であった19施設が含まれる。  

田後発医薬品のあるものの   
一部を倭用  
日その他  

■後発医薬品があるものは  
積極的に使用  
日後発医薬品をほとんど  
使用していない  
□無回答  

（注）有床診療所については、平成ユ0年lユ月1か月間の平均在院患者数が「0」であった施設を  

除いて集計した。  
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3）入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験の有無  

図表67 入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験の有無  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％ 90％ 100％  

4）1年前と比較した入院患者に対する後発医薬品の供給体制  

図表69 1年前と比較した入院患者に対する後発医薬品の供給体制  

0％ 10％  20％ 30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

有床診療所  
（n＝73）  

凸ある  日ない  □無届筈  
〆′－  

■改善した  ロ変わらない  田悪化した  □無回答  

図表68 「入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験がある」と  

回答した施設における、後発医薬品使用で生じた問題（複数回答）  

0％    20％    40％    60％    80％   100％  

品質上の問題  

メーカの情報提供   
体制上の問題  

供給体制上の問題  

無回答  5．6％  

（注）有床診療所3件の回答内訳は、「品質上の問題」が1件、「供給体制上の問題」   

が2件であった。  
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3）病院における外来患者への院内投塞に際しての後発医薬品使用に関する施設としての対   

応方針  

図表72 病院における外来患者への院内投薬に際しての後発医薬品使用についての  

施設としての対応  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 了0％ 80％ 90％100％  

⑧院外処方における後発医薬品の使用状況  

1）診療酎こおける院外処方せん発行状況  

図表70 診療所における院外処方せん発行状況  

0％ 10％ 20％ 30％ 40貼 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

四後発医薬品を積極的に使用  日後発医薬品をほとんど使用しない  
9個々の医師の判断による  田その他   田発行していない  
□無回答  

2）外来診療の状況  

4）病院における外来患者に院外処方せんを発行する際の後発医薬品使用についての施設と   

しての対応方針  

図表73 病院における外来患者に院外処方せんを発行する際の  

後発医薬品使用についての施設としての対応  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％100％  

図表71診療所・病院における外来診療の状況  

診療所（n＝733）  病院（n＝326）  

平均値＝  梼準慮差  ：中央値   平均値 、  ‡標準偏差  中央値 

①1か月間の外来診療実  19．S   3．9   20，0   ヱ1．3   3・g   22．0   
日数（日）  

■②1か月間の外来延べ患  
者数（人）   

1】380．5  1，201．6  1，069．0  4，307．4  5，766．3  2，561．0   

③1か月間の院外処方せ  
ん発行枚数（枚）   

℡後発医薬品を積極的に使用   
仁個々の医師の判断による   
ロ無回答  

ロ後発医薬品をほとんど使用しない  
田その他  

（注）「後発医薬品を積極的に使用」とは、後発医薬品の銘柄処方のほか、院外処方せんの「後   
発医薬品への変更不可」欄に署名等を行わない場合を含む。  
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7）院外処方せんのうち、後発医薬品を銘柄指定した処方せんの発行状況  

図表76 病院における、院外処方せんのうち後発医薬品を銘柄指定した処方せんまたは  

「後発医薬品への変更不可」欄に署名等をしなかった処方せんの割合  

（平成20年12月1か月間）  

0％  20†i  40％  60！も  80％  100，i  

5）病院における院外処方せんを発行している診療科  

図表74 病院における院外処方せんを発行している診療科（複数回答）  

0％  20％  40！i  60％  80％  100％  

内科  

外科   
整形外科   
形成外科  

小児科   

産婦人科   
呼吸器科   

消化器科   

循環器科  

精神科  

眼科  
耳鼻咽喉科   
泌尿器科  

皮膚科   
放射線科  

その他  
無回答  

病院（∩＝326）  

日義qも這上～七0ぐこ末乳  コ10％未満  日10％以上～30％未満   

850％以上～70％未満 日70％以上～90％未満臼90％以上 □無回答  
1  

（注）無回答が多いのは、院外処方せんを発行していない医療機関が含まれ  

ているため。  

図表77 診療所における、院外処方せんのうち後発医薬品を銘柄指定した処方せんの割合  

（医師ベース、平成20年12月1か月間）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  gO％ 100％  

6）外来診療における後発医薬品の処方の変化（1年前と比較して）  

図表75 外来診療における後発医薬品の処方の変化（1年前と比較して）（医師ベース）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

田10％以上～30％未満  ロ30％以上～50％未刺  血‖0％未満   

皿50％以上～70％未満日70％以上－90％未満890％以上  l  

1  

』多くなった   臼変わらない   田少なくなった   □無回答  
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8）「後発医薬品への変更不可」欄に署名した処方せんの発行経験（平成20年4月以降）  

図表78 「後発医薬品への変更不可」欄に署名した処方せんの発行経験の有無  

（医師ベース）  

0％ 10％  20％  30，i 40％  50％ 60，も  70，i 80％  90％ 100，i  

9）「後発医薬品への変更不可」欄に署名した理由  

図表80 「後発医薬品への変更不可」欄に署名した理由  

（医師ベース、複数回答）  

0．0  10．0   20．0   30．0   40．0   50．0   

ヽ
 
 

ヽ
．
〇
 
 

O
 
l
 
 

q
れ
5
 
 
 

4
 
 
 

患者から強い要望が  
あったから  

品質が不安だから  

メーカの供給体制が  
不安だから   

情報提供体制が不安  
だから   

剤形が患者に適して  
いないから   

薬局での備蓄が不安  
だから  

効果や副作用の違いを  
経験したから   

治療域のせまい薬剤  
だから  

先発医薬品を長く使用し  
信頼   

使用医薬品の銘柄を  
指定されている  

診療録に記載するのが  

面倒だから   

どのような薬剤に調剤  
されるか心配   

薬剤料が安くならない  
から  

特に理由はない  

その他  

無回答  

由ある  Bない  □無回答  

図表79 院外処方せん枚数全体に占める、「変更不可」欄に署名した  

処方せんの割合（医師ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40†も  50，も  60％  70％  80％  90％ 100％  ト   28．1％ i； 1  
（  

：・－■く■：く■：■：：  306％  
≡24．8％   L  3．4％  8＼ ＼      誉増車鯖 7  4．4％  ・・手本称6．5                   障   ： 二．）・二㌔：・÷．▲．：：≦：・鼓：；  j】；；‡享≡…≡】   

隠10％未満  巴10％以上－30％未満 臼30％以上～50％未満  

臨50％以上－70％未満 白70％以上～90％未満 ロ90％以上  

口無回答  
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10）一部の医薬品についてのみ後発医薬品への「変更不可」と記載した処方せんの発行経験  

図表81一部の医薬品についてのみ後発医薬品への「変更不可」と記載した  

処方せんの発行の有無（医師ベース）  

0％  10％  20％  30，i 40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

図表83 一部の医薬品について「変更不可」と記載した処方せん枚数の割合  

（医師ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80，i 90％ 100％  

田10％未満  BlO％以上～30％未満 B30％以上～50％未満  

白50％以上～70％未満 ロ70％以上～90％未満 国90％以上  

口無回答  

Ⅶある  ロない  □無回答  

図表82 一部の医薬品について後発医薬品への「変更不可」とするケースで  

最も多いもの（医師ベース）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 1009G  

旺先発晶について変更不可  巳後発品について他銘柄へ変更不可  
切先発品・後発品の区別なく変更不可 巳その他  
口無回答  
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1り後発医薬品について関心がある患者の割合  

図表85 外来患者のうち、後発医薬品について関心がある（医師に質問する、  

使用を希望する）患者の割合（医師ペース）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50，i 60，i 70％ 80％  90％ 100％  

国表84 一部の医薬品について「変更不可」とする理由（医師ベース、単数回答）  

0．0  5．0 10．0 15．0  20．0  25．0 30．0  35．0  

患者からの強い要望が  
あるから  

後発匡薫品の副作用  
がIb記  

後発医薬品の効能に  
疑問がある  

後発医薬品の供給体側  
に不安がある  

処方銘柄が身体への  
影響が大きい  

処方銘柄が治療域の  
せまい医薬品  

患者に適した湘形が  
他にないから  

処方総柄を長く使用し  
信頼している  

使用医薬品の総柄を  
指定されている  

その他  

無回答  

‾一【‾‾【一▲▲‖ ‘ 
占i古蒜京王宗論妄哀1蒜扁正二読売美東－：  

～7。％未満ヨ了。％以上＿9。％未満。。。％以上   

口無回答                           】   

図表86 後発医薬品について関心がある患者数の変化  

（1年前と比較して、医師ベース）   

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％  90％ 100％  

（注）「その他」には、複数の選択肢に○がついている回答が含まれる。その内訳は、  

以下のとおりである。  
その他の記載内容の内訳  

診療所  病院   

患者からの強い要望があるから   7件  4件   

後発医薬品の副作用が心配   8件  】件   

後発医薬品の効能に疑問がある   10件  g件   

後発医薬品の供給体制に不安がある   4件  3件   

処方銘柄が身体への影響が大きい   1件  2件   

処方銘柄が治療域のせまい医薬品   1件  1件   

患者に適した剤形が他にないから   1件  2件   

処方銘柄を長〈使用し信頼している   5件  9件   

使用医薬品の銘柄を指定されている   0件  2件   

その他   5件  5件   

未記入   5件  2件   

P非常に増えた臼増えた巴変わらない圧減った臼非常に減ったロ無風答  
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